
ボストン・ブラス　（金管五重奏／USA）
Boston Brass (Brass Quintett / USA)

【メンバー】
ジェフ・コナー（トランペット）
ホセ・シバハ（トランペット）
クリス・カステラノス（ホルン）
ドミンゴ・ パグリウカ（トロンボーン）
ウィリアム・ラッセル（テューバ）

（約５００文字）
　30年以上にわたりに活躍。親しみやすく楽しい雰囲気で、クラシックのアレンジ、ジャズスタンタードから金管五重奏のオリジナルレパートリーまで、幅広いプログラムとユーモアたっぷりのパフォーマンスであらゆる世代を虜にしている。
　これまでに、全米５０州、３２カ国で演奏し、年間の公演数は１００を超える。単独でのコンサートや学校公演、ジャズフェスティヴァル出演などに加え、オーケストラや吹奏楽との共演、また、ジュリアード音楽院、英国王立音楽アカデミーなど、世界各地でマスタークラスも行っている。
　ミッドウェストクリニック、世界吹奏楽協会、ジャパンバンドクリニック、全米音楽教育者会議などへも招かれている。テレビやラジオへの出演でも活躍。
　録音も多彩で、エンパイア・ブラスのロルフ・スメドヴィックへのトリビュート「Reminiscing」、ラテン音楽の名曲集「Latin Nights」、クラシック曲を収録した「Within Earshot」の他、最新の「Concerto Grosso」では、ニューメキシコ大学ウインド・アンサンブルと共演。クリスマスCDは2枚をリリースし、収録曲を組み込んだツアーは大好評を博している。
　結成25周年の2011年には、全米の作曲家に委嘱した25のファンファーレの初演他、意欲的なプロジェクトを次々と展開した。
（約８００文字）
　30年以上にわたりに活躍を続ける。ボストン・ブラスのモットーは、親しみやすく楽しい雰囲気の中で、独自のアレンジで幅広いスタイルの音楽を提供すること。クラシックのアレンジ、ジャズスタンタードから金管五重奏のオリジナルレパートリーまで、ユーモアたっぷりのパフォーマンスであらゆる世代の観客を虜にしている。
　これまでに、全米５０州、３２カ国で演奏し、年間の公演数は１００を超える。単独でのコンサートや学校公演、ジャズフェスティヴァル出演などに加え、オーケストラや吹奏楽、ブラスバンド、マーチングバンドとの共演、また、イーストマン音楽学校、ジュリアード音楽院、英国王立音楽アカデミー、香港舞台芸術アカデミーなど、世界各地でマスタークラスやコンサートを行っている。
　ミッドウェストクリニック、世界吹奏楽協会、ジャパンバンドクリニック、全米音楽教育者会議などへも、演奏や指導のため招かれている。CBSテレビ「ジ・アーリー・ショー」など、テレビやラジオへの出演でも活躍。
　録音も多彩で、エンパイア・ブラスのロルフ・スメドヴィックへのトリビュート「Reminiscing」、ラテン音楽の名曲集「Latin Nights」、ショスタコーヴィチ、ドヴォルジャークなどクラシック曲を収録した「Within Earshot」の他、最新の「Concerto Grosso」では、エリック・ロンバーク＝ケンドル指揮ニューメキシコ大学ウインド・アンサンブルと共演している。クリスマスCDは2枚をリリースし、収録曲を組み込んだツアーは大好評を博している。
　結成25周年の2011年には、全米の作曲家に委嘱した25のファンファーレ、気鋭の作曲家ブライアン・バルマジスへの委嘱作品の初演など、意欲的なプロジェクトを次々と展開した。2010−2011シーズンは、木管五重奏団「イマニ・ウィンズ」とマイルス・デイヴィス、ギル・エヴァンスをフィーチャーしたプログラムで共演。2012-2013シーズンは、エンソ弦楽四重奏団と共演し、「ロミオとジュリエット」の音楽をテーマにしたプログラムでツアーを行った。

（約３３００文字／フルバージョン）
　30年以上にわたりに活躍を続ける金管五重奏団。ボストン・ブラスのモットーは、親しみやすく楽しい雰囲気の中で、独自のアレンジで幅広いスタイルの音楽を提供すること。クラシックのアレンジ、ジャズスタンタードから金管五重奏のオリジナルレパートリーまで、幅広いプログラムとユーモアたっぷりのパフォーマンスであらゆる世代の観客を虜にしている。
　これまでに、アメリカ全５０州、３２カ国で演奏しており、年間の公演数は１００を超える。単独でのコンサートや学校公演、ジャズフェスティヴァル出演などに加え、オーケストラや吹奏楽、ブラスバンド、マーチングバンドとの共演、また、イーストマン音楽学校、ジュリアード音楽院、シェパード音楽学校、ピーボディ音楽院、ノース・テキサス大学、英国王立音楽アカデミー、シンガポール国立大学ヨン・シュウトウ音楽院、香港舞台芸術アカデミー、マヒドン大学など、世界各地の音楽学校でマスタークラスやコンサートを行っている。
　ミッドウェストクリニック、世界吹奏楽協会、ジャパンバンドクリニック、全米音楽教育者会議、全米吹奏楽指導者協会などへも、演奏や指導のため招かれている。CBSテレビ「ジ・アーリー・ショー」や、ナショナル・パブリック・ラジオの番組など、テレビやラジオへの出演でも活躍。
　録音も多彩で、エンパイア・ブラスのロルフ・スメドヴィックへのトリビュート「Reminiscing」、メンバーによるアレンジ作品を集めた「Rewired」、ラテン音楽の名曲集「Latin Nights」、伝説の名エンジニア、ルディ・ヴァン・ゲルダーによる「Ya Gotta Try」、ショスタコーヴィチ、ヒナステラ、ドヴォルジャーク、リストなどクラシック曲を収録した「Within Earshot」の他、最新の「Concerto Grosso」では、エリック・ロンバーク＝ケンドル指揮ニューメキシコ大学ウインド・アンサンブルと共演している。クリスマスCDは2枚をリリースしており、毎年クリスマスシーズンには、これらのCD曲を組み込んだプログラムでツアーを行い、大好評を博している。
　結成25周年を迎えた2011年には、アメリカ中の作曲家に委嘱した25のファンファーレの初演、気鋭の作曲家ブライアン・バルマジスへの委嘱作品や、サム・ピラフィアンのアレンジ作品の初演など、意欲的なプロジェクトを次々と展開した。2010−2011シーズンは、木管五重奏団「イマニ・ウィンズ」とマイルス・デイヴィス、ギル・エヴァンスをフィーチャーしたプログラムで共演。2012-2013シーズンは、エンソ弦楽四重奏団と共演し、「ロミオとジュリエット」の音楽をテーマにしたプログラムでツアーを行った。


ジェフ・コナー（トランペット）Jeff Conner, trumpet
　ボストン・ブラス結成当初からの、唯一のオリジナルメンバー。ボストン音楽院にて音楽学士号、ボストン大学にて音楽修士号を取得。ボストン大学在学中に設立したこのクインテットを、世界の室内楽シーンにおいて有数の実力と知名度を誇るアンサンブルへと成長させた立役者である。独自のクリニック「The Portfolio Musician」を、イェール音楽院、ニューイングランド音楽院、ボストン音楽院、ベルモント大学、サウスカロライナ大学、ネバダ大学ラスベガス校、ミズーリ大学、シラキュース大学、カンザス州立大学、カンザス大学、アイオワ州立大学、ミズーリ大学カンザスシティ校音楽院などで行っている。ジョン・ラヴァティ（グラミー賞ノミネートのレコーディングプロデューサー）との共著「The Portfolio Musician, Case Studies in Success」も好評を博している。

ホセ・シバハ（トランペット）Jose Sibaja, trumpet
　高い芸術性とユーモア、抜群の個性をボストン・ブラスにもたらす、リードトランペッター。コスタリカ生まれ。ニュー・スクール・オブ・ジ・アーツ及びマイアミ大学のギルバート・ジョンソン・スタジオに学んだ。マイアミ交響楽団、シンフォニエッタ・カラカス、ベネズエラ交響楽団に在籍し、また、ソリストとしてスプリングフィールド交響楽団、ベネズエラ交響楽団、コスタリカ国立交響楽団などと共演。南フロリダのラテン音楽シーンで活躍しており、リッキー・マーティンのバンドには８年間在籍し世界ツアーに参加したほか、セリア・クルース、グロリア・エステファン、アレハンドロ・サンスなど、１５０を超えるレコーディングに参加。TVショー「レイト・ショー・ウィズ・デイヴィッド・レターマン」、「ザ・トゥナイト・ショー・ウィズ・ジェイ・レノ」、「サタデー・ナイト・ライブ」やグラミー賞授賞式で演奏するなど、多彩な活躍を続けている。現在、テネシー州ナッシュビルのヴァンダービルト大学ブレア音楽学校の助教授として教鞭もとっている。
JoseSibaja.com

クリス・カステラノス（ホルン）Chris Castellanos, horn
　ラスベガスに生まれ、現在もラスベガスを拠点に活躍。ネバダ大学ラスベガス校に学んだ後、ダラス・ブラス、ラスベガス・フィルハーモニックに在籍し、ソリストとしてラスベガス・フィルなどと共演。ユタ交響楽団、マイアミ・バレエ管弦楽団、ロドニー・マルサリス・フィラデルフィア・ビッグ・ブラス、ネバダ室内管弦楽団、ラスベガス・ジャズ・コネクション、TADウインドシンフォニーなどでも多く演奏している。
　売れっ子フリーランス奏者として、「オペラ座の怪人-ラスベガス・スペキュタクラー」、「ライオン・キング」、「スパマロット」など、１７００回を超えるステージで演奏。また、ラスベガスで公演を行うスーパースター達のステージにも参加しており、フランク・シナトラJr.、トニー・ベネット、ジョニー・マティス、ピーター・セテラ、ピーボ・ブライソン、ケニー・G、 ロバート・グーレ、オリビア・ニュートン＝ジョン、プラシド・ドミンゴ、ルチアーノ・パヴァロッティ、ミシェル・ルグラン、マンハイム・スティームローラー、 イエス、ジョシュ・グローバン、マイケル・ブーブレ、シャルロット・チャーチ、ラテン・グラミー賞のリッキー・マーティン、デイヴィッド・フォスター（ライブアルバム&DVD「Hit Man」）など多数にのぼる。
　教育にも力を注いでおり、ジュリアード音楽院、ニューイングランド音楽院、シベリウス音楽院、シンガポール国立大学ヨン・シュウトウ音楽院、スコットランド王立音楽院、香港舞台芸術アカデミー、ミッドウェスト・クリニックなど、アメリカ各地および３０ヶ国でマスタークラスや演奏を行っている。

ドミンゴ・ パグリウカ（トロンボーン）Domingo Pagliuc, trombone
　ベネズエラ生まれ。マイアミ大学にて音楽学士号と音楽修士号を取得。ベネズエラ交響楽団の副首席奏者を13年間務めた後、2008年より5年間、マイアミ交響楽団に首席奏者として在籍した。現在は、ボストン・ブラスでの活動に加えて、フロリダ・グランド・オペラ管弦楽団、パーム・ビーチ・シンフォニーの首席奏者を務めている。教育でも活躍しており、ベネズエラのエル・システマにて１２年間教え、また、ボストン・ブラスに加わる前は、パーム・ビーチ・アトランティック大学にて２年間、フロリダ国際大学にて４年間教鞭をとっていた。ラテン・グラミー賞を獲得した４つのアルバムに参加、またルチアーノ・パヴァロッティ、プラシド・ドミンゴ、アンドレア・ボチェッリ、クインシー ・ジョーンズなどと共演や、１００を超えるアルバムへ参加など、多方面で活躍している。
DomingoPagliuca.com

ウィリアム・ラッセル（テューバ）William Russell, tuba
　ボストン・ブラスの、最も新しいメンバー。ボストン・ブラスへ加わる前は、設立メンバーの一人でもあるシカゴの金管五重奏団「アライアンス・ブラス」、シカゴ・シヴィック・オーケストラなどで活躍。スティーヴン・レイマン、サム・ピラフィアン、マイク・ロイランス、フロイド・クーリー、ジャズトランペッターのジョン・ダースなどに師事。
　クラシック、ジャズ、ポップスいずれにも幅広く精通した奏者として全米各地のステージに出演。シカゴ交響楽団、サンタ・チェチーリア国立アカデミー管弦楽団のそれぞれヨーロッパツアーにも参加や、グラミー賞を獲得したシカゴ交響楽団のショスタコーヴィチの交響曲第４番の録音での演奏、またアメリカのTVドラマ「Empire」にも演奏者役で登場ほか、シカゴの多くのジャズ、ポップスのアンサンブルで演奏を行うなど、幅広く活躍を続けている。ノースイースタン・イリノイ大学にてテューバとユーフォニウムを教えている。

